
１階渡り廊下天井に巣作りしたツバメのひながかえり、親ツバメがひっきり

なしにえさを運ぶ姿が見られています。さて、夏休みまで１ヶ月足らずとなり、

子どもたちは、１学期の学習のまとめや水泳学習の目標達成に向けて、毎日頑

張っています。平年よりも約３週間早く梅雨入りしましたが、四国地方の平年

の梅雨明けは７月１８日頃で、これからますます蒸し暑さも増してきます。ま

ずは健康に留意し、元気で夏休みを迎えられるようよろしくお願いします。

５年生の子どもたちが、5月20日(木)にもみ播きをした

ヒノヒカリの苗が一月で大きく生長しました。6月24日(木)

には、その苗を使って田植え体験をしました。今回の体験

までに、家庭での田植え経験がある子どもは、42名中7～8

名で、その内、手植えをしたことがある子どもは1～2名と

いう状況でした。校区内にたくさんの田はありますが、子

どもたちの経験はどんどん少なくなっています。

さて、子どもたちは、植え方の説明を聞いた後、組ごとに分かれて田の両側

から後ろ向きに作業を始めました。しかし、田に入ること自体に抵抗を感じて

いる子どもたちやぬかるむ田の土に思うように身体を動かせず、悪戦苦闘して

いる子どもたちの姿が見られました。やはり経験のある子どもたちは、

目印のロープの移動よりも早く作業を進める姿が見られました。

今年度もこの米作り体験は、地域やJA川津町支店の皆様のご支援をいただいて実現できてい

ます。本当にありがとうございます。すでに子どもたちは、秋の収穫を楽しみにしています。

6月14日(月)のプール開きから今年度の水泳

学習が始まりました。今年度は例年より３週

間も早い梅雨入りのため、水泳学習ができな

い日が多くなるのではと心配していましたが、

これまでのところほとんど中止になることが

ありませんでした。水泳学習においては、感染防止対策を第一としながら、プールだからと行

って「あなどらない」、お互いの安全のために「きまりを守る」、そして、泳力を高めるために

「目標に向かって努力する」よう指導しながら取り組んでいます。子どもたちには、昨日まで

の自分を超えられるよう、今年の自分の目標に向かって根気よく取り組んでほしいと思います。

月 火 水 木 金 土・日
１ ２ ３
○SC教育相談日 ●耳鼻科検診5･6年 ４
●委員会活動

５ ６●5年エネルギー ７●12:50下校 ８ ９ １０
☆学校諸費口座振 出前授業 ●5年研究授業 ○5年水難防止教室 ☆道徳の日 １１○PTA再生資
替日 ●耳鼻科検診1･2年 ●5年14:10下校 ●クラブ活動 ○全校朝礼 源回収
１２☆教育相談ｳｨｰ １３ １４ １５☆Ｂ日課 １６☆Ｂ日課 １７
ｸ(～16日) ○5年プールでカヌ ●12:50下校 ●12:50下校 １８
○自転車教室 ー体験 ●1学期末個人懇談 ●1学期末個人懇談
●学校評議員・関 会 会
係者評価委員会
１９ ２０ ２１ ２２海の日 ２３スポーツの日 ２４
●14:50下校 ○１学期終業式 ☆夏季休業日 ２５
●1学期末個人懇談 ●給食終了 (～8/24)
会(2年) ●13:50下校
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１
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☆その日の予定

○午前の予定

●午後の予定



１学期も残すところ約１ヶ月となりましたが、各学級では、新しい学年をスタートした４月、今年のゴー

ルとなる目標を決めました。そして、この各学級の目標を意識しながら、毎日の学校生活を送っています。

長引くコロナ禍のなかではありますが、子どもたちは、自分の目標、そして、学級の目標に一歩ずつ近づい

ていこうと、毎日の振り返りを大切にしながら歩みを進めています。

●スクールカウンセラーによる教育相談の活用を！ すでにお知らせしている通り、学校ではスクールカウ

ンセラーによる教育相談活動を行っています。相談内容は、学習や生活について、あるいは発達や問題行動

等、お子さんについて心配なことならどんなことでも結構です。対象は、お子さんと保護者とさせていただ

きます。相談を希望される場合は、学級担任までお知らせください。

＆

校長室の窓から

“子どもたちの幸せのために大切なこと”

１学期も７月を残すところとなりましたが、今年度も、コロナ禍での子どもたちの心の中の不安を

少しでも取り除きながら学校生活が送れるよう全教職員で取り組んでいます。しかし、この時期特有

の蒸し暑さもあってか、小さなトラブルや気になる行動が見られるようになってきました。こうした

子どもたちのトラブルや行動に私たち教員がどう対応しているかというと、ちょうど先日行われた初

任者研修でも、次のように取り上げられていました。

○子どもの言葉をうなづきながら聴き、繰り返したり、時には待ったりする。

○子どもの「あら」を探すのではなく、「宝」探しをする。

○感情のコントロールがうまくいかない子どもには、「時間」「空間」「立場」を切り替える。

つまり、子どもたちのことを受け容れ、共感的に対応することが大切であるということです。しかし、

この受容と共感による対応は、ややもすると間違った行動を容認することにもなりかねません。

しかし、学校は子どもたちにとっての社会であり、きまりやルールが守れない場合は、「子どもだ

から～」では許されない場合もあります。よく「ならぬものはならぬ」という言葉で伝えられること

もありますが、集団に属するすべての人間が高い規範意識を備えることは、全員が楽しい生活を送る

ための必須条件となります。ここで気を付けたいことは、きまりやルールを守ることが目的ではなく、

きまりやルールを守ることを目標とすることです。そして、きまりやルールを守ることが、自分の生

活を豊かにすると共に、自己実現、つまり、自分にとっての幸せにつながることに気付かせることが

大切になります。

ご家庭におきましても、子どもたちの幸せのために、受容と共感による対応と規範意識の備えに、

ご理解とご協力をお願いいたします。 （白川 豊浩）


